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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 紅 藻 の 四 分 胞 子 体 を 、 光 量 を １ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｆ ｄ 、 日 長 を １ ２ Ｌ １ ２ Ｄ ～ ２ ４ Ｌ  
０ Ｄ 、 栄 養 塩 濃 度 を 全 窒 素 ０ ～ ５ μ Ｍ 、 全 リ ン ０ ～ １ μ Ｍ で 、 ３ 日 間 以 上 培 養 す る こ と を  
特 徴 と す る 紅 藻 の 変 色 藻 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 紅 藻 が 、 カ ギ ケ ノ リ 目 、 テ ン グ サ 目 、 ダ ル ス 目 ま た は ウ シ ケ ノ リ 目 の 紅 藻 で あ る 請 求 項  
１ 記 載 の 紅 藻 の 変 色 藻 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 紅 藻 の 四 分 胞 子 体 を 、 光 量 を １ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｆ ｄ 、 日 長 を １ ２ Ｌ １ ２ Ｄ ～ ２ ４ Ｌ  
０ Ｄ 、 栄 養 塩 濃 度 を 全 窒 素 ０ ～ ５ μ Ｍ 、 全 リ ン ０ ～ １ μ Ｍ で 、 ３ 日 間 以 上 培 養 す る こ と を  
特 徴 と す る 紅 藻 の 藻 体 の 変 色 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 紅 藻 が 、 カ ギ ケ ノ リ 目 、 テ ン グ サ 目 、 ダ ル ス 目 ま た は ウ シ ケ ノ リ 目 の 紅 藻 で あ る 請 求 項  
５ 記 載 の 紅 藻 の 藻 体 の 変 色 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 紅 藻 の 藻 体 を 安 全 に 変 色 さ せ る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】

請求項の数　4　（全7頁）
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 海 藻 の 培 養 に は 、 海 面 培 養 と 陸 上 培 養 の ２ つ の 手 法 が あ る 。 陸 上 培 養 さ れ 、 か つ 産 業 化  
さ れ て い る 種 類 は 少 な く 、 日 本 で は 緑 藻 ス ジ ア リ と 緑 藻 ク ビ レ ズ タ （ 通 称 海 ぶ ど う ） 、 数  
種 の 紅 藻 類 に 限 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 陸 上 培 養 さ れ て い る 紅 藻 は 、 食 用 お よ び 水 産 動 物 の 餌 料 用 に 利 用 て お り 、 現 在 で は カ ナ  
ダ の ツ ノ マ タ （ C o n d r u s  c r i p u s ) 、 ア メ リ カ の ダ ル ス （ P a l m a r i a  p a l m a t a ） が 存 在 す る  
。 発 明 者 ら は 、 新 た な 陸 上 培 養 紅 藻 し て 、 ミ リ ン 科 紅 藻 の A g a r d h i e l a  s u b u l a t a （ 通 称 ミ  
リ ン ソ ウ ） の 培 養 技 術 を 確 立 し た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の 紅 藻 は そ の 名 の 通 り 、 紅 い 色 調 で あ る が 、 サ ラ ダ 等 に 用 い る た め 、 黄 色 、 緑 色  
、 白 色 等 の 色 の 綺 麗 な 紅 藻 が 、 薬 品 処 理 に よ り 製 造 、 販 売 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 海  
藻 サ ラ ダ を 製 品 化 し て い る メ ー カ ー は 、 こ の 薬 品 処 理 に よ る 原 料 の 安 全 性 や 、 そ の 手 間 に  
か か る コ ス ト 、 夾 雑 物 の 多 さ 、 色 調 が 一 様 で な い こ と 等 に 苦 慮 し て お り 、 安 全 に 低 コ ス ト  
で 色 の 綺 麗 な 紅 藻 を 製 造 す る こ と が 大 き な 課 題 で あ っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 国 際 公 開 第 Ｗ Ｏ ９ １ ／ １ ７ ６ ７ ４ 号 パ ン フ レ ッ ト
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 薬 品 処 理 に 頼 る こ と な く 、 安 全 に 低 コ ス ト で 色 の 綺 麗 な 紅 藻  
の 藻 体 を 製 造 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら が 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 紅 藻 の 藻 体 を 、 光 量 、 日 長  
、 栄 養 塩 濃 度 、 培 養 期 間 を 特 定 の 範 囲 に す る こ と で 、 紅 藻 の 藻 体 を 様 々 な 色 調 に 変 化 で き  
る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 紅 藻 の 藻 体 を 、 光 量 を １ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｆ ｄ 、 日 長 を １ ２ Ｌ １  
２ Ｄ ～ ２ ４ Ｌ ０ Ｄ 、 栄 養 塩 濃 度 を 全 窒 素 ０ ～ ５ μ Ｍ 、 全 リ ン ０ ～ １ μ Ｍ で 、 ３ ～ ２ １ 日 間  
培 養 す る こ と を 特 徴 と す る 紅 藻 の 変 色 藻 体 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 紅 藻 の 藻 体 が 桃 色 ～ 黄 色 で あ る こ と を 特 徴 と す る 紅 藻 の 変 色 藻 体 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 紅 藻 の 藻 体 を 、 光 量 を １ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｆ ｄ 、 日 長 を １ ２ Ｌ １ ２ Ｄ  
～ ２ ４ Ｌ ０ Ｄ 、 栄 養 塩 濃 度 を 全 窒 素 ０ ～ ５ μ Ｍ 、 全 リ ン ０ ～ １ μ Ｍ で 、 ３ ～ ２ １ 日 間 培 養  
す る こ と を 特 徴 と す る 紅 藻 の 藻 体 の 変 色 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 紅 藻 の 変 色 藻 体 の 製 造 方 法 は 、 薬 品 処 理 に 頼 る こ と な く 、 安 全 に 低 コ ス ト で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 紅 藻 の 変 色 藻 体 は 、 色 調 が 一 様 で あ り 、 綺 麗 な も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 紅 藻 の 藻 体 の 変 色 方 法 は 、 紅 藻 の 紅 い 藻 体 を 、 薬 品 処 理 に 頼 る こ と な く  
、 安 全 に 低 コ ス ト で 桃 色 、 黄 色 等 に す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ で 培 養 し て 得 ら れ た 紅 藻 の 藻 体 の 外 観 写 真 で あ る （ 左 、 実 施 品 ２ （ 黄 色  
） ： 左 、 実 施 品 ８ （ 桃 色 ） 、 右 ） 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ で 培 養 し て 得 ら れ た 比 較 品 １ の 紅 藻 の 藻 体 の 外 観 写 真 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 紅 藻 の 変 色 藻 体 の 製 造 方 法 （ 以 下 、 「 本 発 明 製 法 」 と い う ） は 、 紅 藻 の 藻 体 を  
、 光 量 を １ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｆ ｄ （ 光 合 成 光 量 子 束 密 度 ） 、 好 ま し く は １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｐ  
ｐ ｆ ｄ 、 日 長 を １ ２ Ｌ １ ２ Ｄ （ Ｌ ： 光 の 照 射 、 Ｄ ： 光 の 非 照 射 ） ～ ２ ４ Ｌ ０ Ｄ 、 好 ま し く  
は １ ４ Ｌ １ ０ Ｄ ～ ２ ０ Ｌ ４ Ｄ 、 栄 養 塩 濃 度 を 全 窒 素 （ Ｔ Ｎ ） が ０ ～ ５ μ Ｍ 、 好 ま し く は ０  
～ １ μ Ｍ 、 全 リ ン （ Ｔ Ｐ ） が ０ ～ １ μ Ｍ 、 好 ま し く は ０ ～ ０ ． ２ μ Ｍ で 、 ３ 日 間 以 上 、 好  
ま し く は ３ ～ ２ １ 日 間 培 養 す る も の で あ る 。 こ の よ う な 条 件 で 紅 藻 の 藻 体 を 培 養 す る こ と  
に よ り 、 紅 藻 を 変 色 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 製 法 に 用 い ら れ る 紅 藻 の 藻 体 は 、 紅 藻 が 有 す る 色 素 は 殆 ど 同 じ で あ る た め 特 に 限  
定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 カ ギ ケ ノ リ 目 、 テ ン グ サ 目 、 ダ ル ス 目 、 ウ シ ケ ノ リ 目 、 ウ ミ ゾ ウ  
メ ン 目 等 の 紅 藻 の 藻 体 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 中 で も 、 カ ギ ケ ノ リ 目 、 テ ン グ サ 目 、 ダ ル  
ス 目 、 ウ シ ケ ノ リ 目 の 紅 藻 の 藻 体 が 好 ま し く 、 カ ギ ケ ノ リ 目 の ミ リ ン 科 の ミ リ ン ソ ウ の 藻  
体 が よ り 好 ま し い 。 藻 体 と し て は 配 偶 体 、 四 分 胞 子 体 、 果 胞 子 体 が 好 ま し い 。 本 発 明 製 法  
に お い て は 、 上 記 条 件 で 藻 体 １ ０ ～ ２ ０ ０ ｇ を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 製 法 で 用 い ら れ る 栄 養 塩 の う ち 、 全 窒 素 （ Ｔ Ｎ ） は 、 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 等 の ア ン  
モ ニ ア 態 窒 素 や 硝 酸 ナ ト リ ウ ム 等 の 硝 酸 態 窒 素 の 総 量 で あ る 。 ま た 、 全 リ ン （ Ｔ Ｐ ） は 、  
オ ル ト リ ン 酸 等 の リ ン 酸 態 リ ン で あ る 。 更 に 、 栄 養 塩 に 追 加 し て 、 鉄 や マ ン ガ ン 、 ス ト ロ  
ン チ ウ ム 、 バ ナ ジ ウ ム 等 の 微 量 金 属 、 チ ア ミ ン 、 ビ オ チ ン 、 シ ア ノ コ バ ラ ミ ン 等 の ビ タ ミ  
ン 等 を 用 い て も よ い 。 こ れ ら 栄 養 塩 は 、 人 工 海 水 、 滅 菌 海 水 等 の 紅 藻 の 培 養 に 適 し た 培 養  
液 に 溶 解 さ せ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 製 法 に お い て 、 培 養 は 光 量 、 日 長 、 栄 養 塩 濃 度 、 培 養 期 間 を 上 記 範 囲 に 調 整 す る  
こ と が で き る よ う な 装 置 を 用 い て 行 う こ と が で き る 。 具 体 的 に 、 光 の 照 射 ・ 非 照 射 を 調 整  
で き る 光 源 と 、 光 が 透 過 す る よ う な 透 明 な 素 材 で 形 成 さ れ た 水 槽 と 、 空 気 を 水 槽 内 に 送 り  
込 む た め の 撹 拌 機 や 管 等 を 備 え た 装 置 等 で 行 う こ と が で き る 。 光 源 と し て は 、 例 え ば 、 Ｌ  
Ｅ Ｄ 、 蛍 光 灯 等 の 照 明 や 太 陽 光 が 挙 げ ら れ る 。 透 明 な 素 材 と し て は 、 例 え ば 、 ガ ラ ス 、 ポ  
リ カ ー ボ ネ ー ト 、 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク （ Ｆ Ｒ Ｐ ） 等 の 樹 脂 が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 光 量 は  
、 水 面 に お い て 光 量 子 計 で 測 定 さ れ る 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 製 法 に お い て 、 水 温 、 曝 気 等 に つ い て は 、 通 常 の 紅 藻 の 藻 体 の 培 養 の 条 件  
で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 製 法 に お い て は 、 紅 藻 の 藻 体 を 上 記 条 件 で ３ 日 間 以 上 培 養 す る こ と で 、 桃 色 ～ 黄  
色 ま で の グ ラ デ ー シ ョ ン の 範 囲 に 属 す る 色 に 変 色 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 変 色 は 桃 色  
→ 黄 色 の 順 で あ る た め 、 例 え ば 、 桃 色 の 藻 体 を 得 ら れ る 条 件 に お い て 、 そ の ま ま 培 養 期 間  
を 延 ば す こ と に よ り 黄 色 の 藻 体 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 よ り 具 体 的 に 、 本 発 明 製 法 の う ち 、 紅 藻 の 藻 体 と し て 、 カ ギ ケ ノ リ 目 、 ミ リ ン 科 紅 藻 の  
ミ リ ン ソ ウ （ A g a r d h i e l a  s u b u l a t a ） を 用 い て 上 記 条 件 で 培 養 す る こ と に よ り 桃 色 ～ 黄 色  
の 藻 体 、 好 ま し く は 桃 色 ま た は 黄 色 の 藻 体 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 製 法 の う ち 、 紅 藻 の 藻 体 と し て 、 ウ シ ケ ノ リ 目 ウ シ ケ ノ リ 科 ア マ ノ リ 属 紅  
藻 の ア サ ク サ ノ リ （ P o r p h y r a  t e n e r a ） を 用 い て 上 記 条 件 で 培 養 す る こ と に よ り 、 肌 色 の  
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藻 体 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 斯 く し て 得 ら れ る 本 発 明 の 紅 藻 の 変 色 藻 体 は 、 そ の ま ま あ る い は 冷 凍 、 脱 水 、 乾 燥 等 を  
さ せ た も の を 従 来 、 紅 藻 の 藻 体 が 用 い ら れ て き た 各 種 飲 食 品 等 に 代 え て 用 い る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 特 に 、 本 発 明 の 紅 藻 の 変 色 藻 体 の う ち 、 黄 色 の も の は 海 藻 サ ラ ダ 等 に 用 い る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 紅 藻 の 変 色 藻 体 の う ち 、 桃 色 の も の は 佃 煮 等 に 用 い る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 を 挙 げ て 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら 実 施 例 に 何 ら 限 定 さ  
れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実   施   例   １
　 　 　 紅 藻 の 培 養 ：
　 カ ギ ケ ノ リ 目 、 ミ リ ン 科 紅 藻 の ミ リ ン ソ ウ （ A g a r d h i e l a  s u b u l a t a ） の 四 分 胞 子 体 １ ０  
ｇ を 、 室 温 ２ ０ ℃ に 設 定 し た 人 工 気 象 室 内 に て 、 以 下 の 条 件 で 培 養 し た 。 な お 、 培 養 に は  
撹 拌 機 （ ブ ロ ア ー 、 ２ ． ５ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） を 備 え た １ ０ Ｌ の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 製 の 水 槽 で 行  
っ た 。 光 源 と し て は 蛍 光 灯 を 用 い た 。 培 養 液 と し て は 、 人 工 海 水 に 栄 養 塩 を 溶 解 し た も の  
を 用 い た 。 栄 養 塩 と し て は 硝 酸 ナ ト リ ウ ム と オ ル ト リ ン 酸 を 用 い た 。 ま た 、 培 養 途 中 の 紅  
藻 の 藻 体 の 色 を 目 視 で 判 断 し た 。 実 施 品 ２ 、 実 施 品 ８ 、 比 較 品 １ の 培 養 後 の 外 観 写 真 を 図  
１ お よ び ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】

【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 結 果 か ら 、 光 量 を １ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｆ ｄ 、 日 長 を １ ２ Ｌ １ ２ Ｄ ～ ２ ４ Ｌ ０ Ｄ 、  
栄 養 塩 濃 度 を 全 窒 素 （ Ｔ Ｎ ） ０ ～ ５ μ Ｍ 、 全 リ ン （ Ｔ Ｐ ） ０ ～ １ μ Ｍ で 、 ３ 日 間 以 上 培 養  
す る こ と に よ り 桃 色 ～ 黄 色 ま で の グ ラ デ ー シ ョ ン の 範 囲 に 属 す る 色 の 藻 体 が 得 ら れ る こ と  
が 分 か っ た 。 こ れ ら の 培 養 に お い て 、 枯 死 す る も の は な く 、 ま た 、 夾 雑 物 の 混 入 は な か っ  
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た 。 な お 、 実 施 品 ２ （ 黄 色 ） 、 ８ （ 桃 色 ） お よ び 比 較 品 １ （ 紅 色 ） の 培 養 後 の 藻 体 の 質 量  
は 、 紅 色 ２ ２ ５ ｇ 、 桃 色 ２ ５ ｇ 、 黄 色 ８ ０ ｇ で あ っ た が 、 同 じ 培 養 期 間 で 比 較 す れ ば 増 質  
量 は 変 色 さ せ た 藻 体 の 方 が 多 か っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
実   施   例   ２
　 　 　 乾 燥 藻 体 の 製 造 ：
　 実 施 例 １ の 実 施 品 １ の 黄 色 の 藻 体 を 冷 風 乾 燥 （ ２ ５ ℃ ） で 乾 燥 さ せ た 。 こ れ を 再 び 水 に  
浸 し た と こ ろ 元 に 戻 っ た 。 こ れ を 食 し た と こ ろ 元 の 紅 色 の 藻 体 と 同 じ 食 感 、 味 だ っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
実   施   例   ３
　 　 　 乾 燥 海 藻 サ ラ ダ ：
　 実 施 例 ２ で 得 た 黄 色 の 乾 燥 藻 体 １ ０ ｇ と 、 乾 燥 赤 す ぎ の り １ ０ ｇ と 、 乾 燥 青 す ぎ の り １  
０ ｇ と 、 乾 燥 白 と さ か １ ０ ｇ と 、 乾 燥 赤 つ の ま た １ ０ ｇ を 混 合 し て 適 度 な 大 き さ に 粉 砕 し  
た 後 、 袋 に 入 れ 、 乾 燥 海 藻 サ ラ ダ を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
実   施   例   ４
　 　 　 紅 藻 の 培 養 ：
　 ウ シ ケ ノ リ 目 ウ シ ケ ノ リ 科 ア マ ノ リ 属 紅 藻 の ア サ ク サ ノ リ （ P o r p h y r a  t e n e r a ） を 、 実  
施 例 １ の 実 施 品 ２ と 同 様 の 条 件 で 培 養 し た と こ ろ 、 肌 色 （ 黄 色 ～ 桃 色 の 間 の 色 ） の ア サ ク  
サ ノ リ が 得 ら れ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 紅 藻 の 変 色 藻 体 は 、 海 藻 サ ラ ダ 、 佃 煮 等 に 用 い る こ と が で き る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 以     上
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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